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3 評価 （別表様式４に基づく総合評価）

指定管理者 市
　みなとふれあいセンターの利用者に対するサービス
の向上に努め、安全性を意識しながら管理業務を行っ
た。
　ボランティアグループによるストレッチ教室や障がい
児サロン（ダウン症小児とその親）が、空き部屋で活動
を開始することとなり、地域の方々が集う場として定着
しつつある。
　職員の目視による建物・設備の簡易点検を行うこと
で、修繕が必要な箇所の早期発見につながった。職員
で対応できるものは職員で簡易修繕をし、業者に依頼
しなければならないものは、その都度対応し、安全、快
適に利用いただけるように努めた。

　施設の管理については適正に行われており、保
守についても報告、調整及び対応がなされていた。
　空き部屋の活用については評価できることから、
今後も引き続き、地域住民のニーズに沿った、誰も
が利用しやすい施設となるよう、創意工夫された
い。

277,075 △ 1,525,287 2,678,877 4,204,164

最新年度（C）と前年度（B）
に収支の増減があったもの
について記載

収入の部　その他　施設修繕費補填分の増
支出の部　人件費　人事異動に伴う経費の減
　　　　　　　管理運営費　施設修繕費の増他
　　　　　　　その他　他部署への操出額の減
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収支差引額（a）-（b）

0 △ 3,243,955
計（b） 12,229,525 14,242,120 10,098,567 △ 4,143,553
その他 1,946,000 3,243,955

4,412,879 △ 918,556
管理運営費 6,757,810 5,666,730 5,685,688 18,958

人件費 3,525,715 5,331,435

292,444 60,611
計（a） 12,506,600 12,716,833 12,777,444 60,611
その他 21,600 231,833

12,485,000 0
利用料金 0 0 0 0
指定管理料 12,485,000 12,485,000

（Ｃ） （単位：円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 比較（C-B）

施設所管課名 福祉総務課

収支状況
（Ａ） （Ｂ）

業務内容

・職員の雇用に関すること
・運営管理に関すること(管理責任者業務、庶務業務、災害等発生時の対応業務)
・施設及び設備の維持管理に関すること(設備の保守店家の予備管理業務　等)
・災害等発生時の対応業務
・その他業務に関すること(危機管理、個人情報保護、情報公開、文書の管理・保存　等)

施設概要

平成11年3月完成(開館は平成11年4月)
敷地面積713.64㎡(駐車場含む)、建築面積(延床面積)799.74㎡
鉄骨造2階建て
1階(416.50㎡)　一般浴室、健康チェック室、厨房、食堂、トイレ　等
2階(383.24㎡)　介護支援センター・介護機器展示室、ホームヘルパーステーション、休憩室、
相談室・事務室、トイレ　等

職員体制 センター長　1名

指定管理者名 社会福祉法人　伊勢市社会福祉協議会 指定期間 平成28年4月1日から令和3年3月31日

設置目的 高齢者及び身体障がい者並びにその家族の福祉の増進を図るため

（様式３）

平成30年度　指定管理業務の評価表

施設概要

施設名 みなとふれあいセンター 所在地 伊勢市神社港262-1



施設名 みなとふれあいセンター

評価の基準 判定 評価理由 判定 評価理由

①施設の目的や基本方針の
理解

　施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本
方針を理解していたか。 A

施設の目的や基本方針を十分理解し、それに基づいて管理を
行った. A 　施設の設置目的を理解したうえで、事業計画書が作成され、日々

の業務が遂行されていた。

②施設設置目的の達成度
　施設の管理運営を通して、施設の設置目的は
達成されたか。 A 管理運営を通して施設の目的達成に努めることができた。 A 　施設の利用状況、管理状況等から施設の設置目的は達成されたと

思われる。

③利用者数 　利用者数は当初の目標を達成したか。 ― ― ― ―

④運営状況
　施設の供用日数・供用時間は守られたか。ま
た、適正な施設の運営が行われたか。 A

施設の供用日数・供用時間を正しく守りながら適正な施設の運
営を行った。 A 　事業計画書に沿って運営されたことが認められた。

⑤職員の配置状況・勤務実
績

　職員の配置状況・勤務実績は適正であった
か。また、業務執行体制（作業責任者・業務担
当者）は明確になっていたか。

A
職員の配置・勤務は適正に行い、業務執行体制は明確であっ
た。 A 　職員構成、人員配置、指揮命令系統の届出があり、業務遂行体制

は明確になっていた。

⑥意思疎通
　管理運営業務全般について、市と指定管理者
の責任者の間で十分な連絡調整がなされていた
か。

A
毎月管理業務についての報告を行い、必要に応じて連絡を取り
合いながら、十分に連絡調整を行った。 A 　月例報告に加え、突発的な案件について報告がなされ、連絡調整

は十分に取れていた。

⑦各種管理記録等の整備・
保管

　各種業務計画書、点検記録、整備・修繕・事
故・故障等の履歴等の各種管理記録等が整備・
保管されていたか。

B
管理記録の記入について不備があったため、確認方法を見直
し、各種管理記録について適正に整備・保管を行うようにし
た。

B
　管理記録の記入について不備があったため、確認方法を見直し、
各種管理記録について適正に整備・保管を行うための改善がなされ
ていた。

⑧地域の振興
　地域や地域住民との交流・連携に関する取り
組みを実施し、地域の振興が図れていたか。 A

神社まちづくり協議会・湊地区民協等との連携を図った。健幸
倶楽部みなとについては神社小学校やはまっこ学童との交流を
行った。

A 　地域住民との連携・交流を図る取組みが実施されていた。

⑨使用許可等 　使用許可等申請が適正に行なわれていたか。 ― ― ― ―

⑩利用料金等の徴取状況
　徴収、減免、還付等は帳簿等が作成され、適
正に行なわれていたか。 ― ― ― ―

⑪個人情報
　個人情報の取扱いがきちんとなされていた
か。 A

個人情報保護法及び個人情報保護条例に基づいて適正に個人情
報を取り扱った。 A 　個人情報の取扱いは適正に行われていたい。

⑫法令遵守 　関係法令を遵守していたか。 A 各種法令を理解し、遵守した。 A 　法令を遵守した管理運営がなされていた。

業務運営項目
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（様式４）

指定管理業務の項目別評価表

評価項目
評価

指定管理者 市



施設名 みなとふれあいセンター

評価の基準 判定 評価理由 判定 評価理由業務運営項目

（様式４）

指定管理業務の項目別評価表

評価項目
評価

指定管理者 市

①施設利用状況及び利用者
数増加への取り組み

　利用者数の増加や利便性を高めるための具体
的な取り組みが行なわれていたか。 A

ボランティアグループによるストレッチ教室（健幸頼笑スト
レッチ）を毎月2回開催し、ダウン症小児対象のエンゼル会を
定期的に催すなどの取り組みを行った。

A 　利用者増や利便性を図るための取組が行われていた。

②利用者の平等な利用
　個々のサービスについて、対応職員によって
格差が生じないよう、施設のサービス水準を確
保するための取り組みを行なったか。

A
日誌やミーティング等により職員間の情報共有を行って、サー
ビス水準の確保及び向上に取り組んだ。 A 　サービス水準を確保するための取組が行われていた。

③適切な情報提供
　全ての利用者が情報を得ることができるよう
適切な利用情報の提供を行なったか。 A

1・2階にチラシを設置し、玄関のコミュニティーボードにポス
ターを掲示するなど、地域のイベントやお知らせなど情報の提
供を行った。

A 　利用者が情報を得ることができるよう、適切な利用情報の提供が
行われていた。

④非常時・緊急時の対応
緊急時のマニュアルが整備され、従業員訓練の
実施や事故発生時・緊急時の対応は適切か。 A

事故発生時や緊急時にマニュアルに基づいた対応ができるよう
に、職員や利用者を対象にした避難訓練を年2回実施した。職
員のミーティングでも啓発を図った。

A 　緊急時を想定した訓練が実施されていた。

⑤苦情解決体制及び対応
　利用者からの意見・苦情等を受けて迅速かつ
適切に処理できる体制が整っていたか。また、
事故、苦情に対する対応は適切であったか。

B
苦情解決マニュアルに基づいて適切に対応できる体制が整って
いるが、設備に対する要望には対応できない内容もあった。 B 　意見・苦情等については概ね、適切な対応がされていたが、さらに

改善を図り、迅速かつ適切な対応をされたい。

⑥自主事業
　利用者ニーズに即した自主事業が行なわれて
いたか。 ― ― ― ―

⑦事業の評価
　事業実施後に確認・見直しが行なわれ、次年
度へつなげる取り組みがなされていたか。 A

作成した業務報告書をもとに反省・提案・見直しを行い、次年
度につなげた。 A 　指定管理者側での事業の確認、見直しが行われていた。

①建物・設備の保守点検
　建物・設備・植栽等が適切に管理され、安全
性の確保、良好な機能及び美観の保持がされて
いたか。

A
定期的に点検を行い、施設の安全確保・良好な機能・美観の保
持について確認を行った。 A 　定期的な点検等により、安全性の確保や良好な機能及び美観の

保持がされていた。

②備品等の管理
　備品の管理・点検・保守は適切に行なわれて
いたか。 A

備品台帳や定期的な確認で、適切に管理・点検・保守を行っ
た。 A 　管理・点検・保守は適切に行われていた。

③修繕業務
　点検のよって異常が認められた場合は、速や
かに修繕・交換・整備・調整等の適切な処置を
講じ、その内容を記録されていたか。

A
異常があった場合は速やかに対応して内容を記録し、必要時は
伊勢市に報告して修繕・交換等の対応を行った。 A 　適切な応急処置がなされており、市への報告も迅速に行われてい

た。

④清掃業務 　清掃は適切に行なわれていたか。 A
週2回の日常清掃と年２回の定期清掃は業務委託業者によって
行い、それ以外の日常清掃は職員が実施した。 A 　清掃は適切に行われていた。

⑤防犯体制
　鍵の管理及び防犯に対する対策、対応は適切
だったか。 A

鍵は決められた場所に保管し、閉館時は警備会社に業務委託を
行った。 A 　鍵の管理は適正に行われていた。
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